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村
長
は
村
を
ど
の

よ
う
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、
村
長
独

自
の
事
業
は
何
か
？

今
年
度
は
高
校
生
の

医
療
費
の
無
償
化
、

放
課
後
子
供
教
室
、
月
一

寺
子
屋
、
多
世
代
交
流
、

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。

　

式
根
島
高
齢
者
福
祉
拠

点
施
設
整
備
で
は
診
療
所

の
隣
に
用
地
を
取
得
し
、

若
郷
地
区
の
住
民
の
避
難

場
所
に
霞
山
に
用
地
確
保

に
努
め
て
い
る
。
来
年
度

は
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
導
入
に
向
け
て
島
内

に
光
回
線
島
内
整
備
を
予

定
し
て
い
る
。

決算特別委員会

青
沼
村
長
の
一
年
間
の

成
果
と
今
後

山
本 
均 
議
員

新
春
の
式
根
島
小
学
校
の
昼
休
み
。
玄
関
ホ
ー
ル

に
は
ベ
ー
ゴ
マ
・
け
ん
玉
な
ど
昔
遊
び
が
並
ん
で
い
て
、

先
生
が
遊
び
を
誘
っ
た
り
、
検
定
を
し
た
り
し
て
い

る
。
校
庭
で
は
児
童
も
先
生
も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ん

で
い
て
、
こ
の
日
も
お
隣
の
保
育
園
児
も
来
て
い
た
。

『
先
生
、
一
年
生
に
あ
が
っ
た
ら
担
任
に
な
っ
て
！
』

と
保
育
園
児
か
ら
の
声
も
。

式
根
島
な
ら
で
は
の
手
作
り
感
の
あ
る
学
校
、
南

向
き
の
小
さ
め
の
教
室
、
年
齢
を
超
え
て
ぎ
ゅ
っ
と

集
ま
る
関
係
性
の
中
、
身
も
心
も
温
か
っ
た
。
吹
き

荒
れ
る
西
風
の
中
で
も
、
校
舎
の
中
で
は
半
袖
の
児

童
・
教
員
も
い
た
ほ
ど
。

表 

紙 

は 

語 

る　

一　般　質　問
議員は「住民に代わって」村の行政全般に対して、事務の執行状況や将来の方針、

 計画あるいは疑問点などについて所信や疑問をただすことができます。

式根島の介護施設の建設予定地。
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こ
の
後
職
場
へ
向
か
い

情
報
収
集
を
中
心
に
見
回

り
等
行
っ
た
。
各
支
所
と

も
連
携
を
と
り
、
今
回
の

体
制
は
十
分
で
あ
っ
た
と

報
告
を
受
け
て
い
る
。

式
根
島
の
ゴ
ミ
処
理
事
業

は
？

９
月
か
ら
式
根
島
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

運
転
を
停
止
し
、
可
燃
ゴ

ミ
は
新
島
へ
運
搬
し
て
処

理
し
て
い
る
と
聞
く
。
変

更
に
な
っ
た
処
理
の
方
法

と
そ
の
理
由
を
伺
う
。

週
２
回
の
可
燃
ゴ
ミ

収
集
、
施
設
へ
の
直

接
搬
入
な
ど
、
受
入
れ
態

勢
は
従
来
と
変
ら
ず
、
集

ま
っ
た
可
燃
ゴ
ミ
を
専
用

コ
ン
テ
ナ
で
週
１
回
新
島

地
区
へ
運
搬
し
て
い
る
。

　

式
根
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
は
発
生
可
燃
ゴ
ミ
量
に

対
し
て
新
島
焼
却
場
を
上

意
報
が
発
令
さ
れ
た
。
こ

の
時
の
村
の
対
応
を
お
訊

き
す
る
。新

島
村
で
は
７
時

26
分
に
自
動
放
送

で
津
波
注
意
報
の
放
送
を

し
た
。
同
時
に
村
長
、
副

村
長
、
総
務
課
長
、
防
災

担
当
及
び
各
支
所
長
等
に

直
接
メ
ッ
セ
ー
ジ
電
話
と

メ
ー
ル
が
発
信
さ
れ
た
。

　

今
後
は
定
住
化
対
策
や

産
業
振
興
を
図
る
中
で
独

自
の
事
業
を
提
案
し
実
行

し
て
い
き
た
い
。

地
震
・
津
波
災
害
の
初
動

体
制
は
万
全
か
？

11
月
22
日
の
５
時

59
分
に
福
島
県
沖

で
震
度
５
弱
の
地
震
が
あ

り
、
新
島
村
で
は
津
波
注

回
る
経
費
が
か
か
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
可
燃
ゴ
ミ

を
新
島
地
区
に
集
約
し
、

処
理
を
一
本
化
す
る
こ
と

で
経
費
の
削
減
を
し
た
。

「
議
長
！
」
「
11
番

青
沼
一
郎
君
」
─
議
員

の
挙
手
に
議
長
は
こ
う

言
っ
て
指
名
す
る
。（
数

字
は
議
席
の
番
号
）

こ
の
君
付
け
は
議
員

の
み
な
ら
ず
村
長
以
下

居
並
ぶ
役
場
職
員
も
同

じ
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

昔
、
国
会
で
某
総
理

が
野
党
議
員
の
質
問
に

答
え
る
中
で
、
相
手
方

を
さ
ん
付
け
で
呼
ん
だ

こ
と
が
あ
る
。
お
そ
ら

く
相
手
に
敬
意
を
表
し

て
の
こ
と
と
思
う
。
と

こ
ろ
が
早
速
、
某
政
治

評
論
家
が
か
み
つ
い

た
。
日
本
の
国
会
の
伝

統
に
反
す
る
、
と
。

私
た
ち
地
方
議
会
の

議
員
も
そ
の
伝
統
に

習
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
一
般
社
会
で
は
な

じ
み
が
薄
い
が
、
議
員

に
と
っ
て
は
頭
の
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
換
え
て

厳
か
な
緊
張
感
を
も
た

ら
す
ま
じ
な
い
と
な
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

議会にいきかう言葉議会にいきかう言葉

村
役
場
の
職
員
の
採
用
方

法
は
大
丈
夫
？

今
年
度
の
職
員
採

用
試
験
は
ど
の
よ

う
な
方
針
の
元
に
実
施
す

る
の
か
？

式根島クリーンセンター内の段ボール紙の袋詰め作業。
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あ
る
が
、
保
小
中
高
一
貫
教

育
の
観
点
と
新
島
村
の
福
祉

的
観
点
か
ら
、
村
長
・
教
育

長
の
考
え
を
問
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

先
生
方
は
適
切
な
指

導
や
支
援
を
熱
心
に
や
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
、

小
・
中
学
校
に
居
ら
れ
る
間

は
心
配
も
不
安
も
そ
れ
ほ
ど

感
じ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
中
学
卒
業
後
の
進
路
に 新島中学校×通級指導学級（チャレンジ教室）の取組みを掲示。

今
回
は
６
名
の
応
募

が
あ
り
、
選
考
方
法

は
一
次
は
書
類
選
考
、
二

次
は
記
述
で
一
般
教
養
、

三
次
は
小
論
文
・
個
別
面

接
を
行
う
。

　

一
次
の
合
格
者
に
対
し

て
二
次
を
行
う
。
二
次
の

合
格
者
に
対
し
て
三
次
を

行
う
が
、
今
回
か
ら
二
次

と
三
次
を
切
り
離
し
て
別

の
日
に
行
う
。

　

三
次
の
小
論
文
は
原
稿

用
紙
８
百
字
程
度
で
１
時

間
、
個
別
面
接
は
数
名
の

試
験
官
に
よ
る
受
験
者
１

名
に
20
～
30
分
行
う
。

　

三
次
の
採
点
結
果
に
試

験
官
が
順
位
を
確
認
し
、

村
長
に
報
告
す
る
。

村
長
二
年
目
の
政
策
・
産

業
振
興
策
を
問
う

村
長
の
選
挙
公
約
を

含
め
、
そ
の
達
成
度

や
今
後
の
展
望
を
問
う
。
ま

た
公
約
を
実
現
す
る
に
あ
た

り
、
村
長
自
ら
の
実
感
や
有

効
な
方
法
も
問
う
。

ソ
フ
ト
事
業
に
は
終

わ
り
は
な
く
、
達
成

度
と
い
う
よ
り
新
た
な
問

題
が
次
か
ら
次
へ
と
発
生
し

て
い
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ

る
。
行
政
の
み
で
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
お
り
、
村
内

の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
、
個
人

な
ど
の
力
を
有
効
に
活
用
し

木
村 

諭
史 

議
員

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
た
。

　
創
業
・
就
職
時
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
国
や
都
の
制
度

の
活
用
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
情
報
の
受
発
信
窓
口
で
は

住
宅
や
仕
事
・
人
材
の
情
報

な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
住
居
の
課
題
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
引
き
続
き
空
き

家
バ
ン
ク
事
業
へ
の
取
り
組

み
と
譲
渡
空
き
家
改
修
に
よ

る
村
直
営
の
定
住
化
住
宅
提

供
事
業
を
進
め
て
い
く
。

新
島
高
校
で
の
特
別
支
援

教
育
に
お
け
る
通
級
支
援

体
制
に
つ
い
て

新
島
小
学
校
・
中
学

校
の
通
級
支
援
立
ち

上
げ
に
伴
い
、
来
春
に
は
そ

の
利
用
世
代
が
新
島
高
校
に

入
学
可
能
な
時
期
に
来
て
い

る
。
ま
ず
特
別
支
援
教
育
利

用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

問
う
。
次
に
都
立
高
校
で
は



5

第 79 号  平成 29 年 2 月発行	 議　　会　　だ　　よ　　り

な
ど
の
様
々
な
方
法
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
に
つ

い
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

サ
ー
フ
ィ
ン
招
致
に

つ
い
て
今
日
（
12
月
５
日
）

ま
で
の
招
致
活
動
で
、
手
応

え
や
反
省
等
あ
り
ま
し
た
ら

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

招
致
委
員
会
の
活
動

と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
映
像

の
制
作
、
配
布
、
放
映
、
署

名
活
動
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し

た
情
報
の
拡
散
等
、
各
地
で

招
致
活
動
が
低
迷
下
す
る
中

で
新
島
招
致
の
活
動
は
、
他

非
常
に
不
安
を
感
じ
て
い
る

方
が
多
か
っ
た
。
平
成
30
年

度
よ
り
高
校
で
も
通
級
指
導

の
制
度
開
始
を
目
指
し
、
同

30
年
度
に
都
立
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
校
１
校
で
の
検
証
が
行
わ

れ
る
。
し
か
し
高
校
に
お
い

て
は
支
援
が
必
要
な
生
徒
が

在
籍
す
る
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
い
段
階
で
、
東
京
都
に
正

規
・
非
正
規
職
員
の
配
属
を

要
望
す
る
こ
と
も
不
可
能
で

あ
る
。平

成
30
年
度
以
降
の

正
式
導
入
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
教
育
課
程
外
の

放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
で
も

都
立
高
校
を
対
象
に
し
た
寺

子
屋
事
業
と
し
て
の
サ
ポ
ー

ト
や
、
一
部
の
授
業
を
一
貫

型
の
授
業
と
し
て
連
携
す
る

な
ど
も
検
討
し
て
欲
し
い
。

高
校
の
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
に
合
理
的
配
慮

を
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

中
学
・
高
校
の
校
長
同
士
で

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

移
住
希
望
者
向
け
の
村
営

住
宅
（
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）

の
提
案新

島
村
全
体
の
Ｉ

タ
ー
ン
人
材
の
引
き

込
み
や
定
着
支
援
の
た
め

に
、
居
住
歴
が
な
く
て
も
入

居
可
能
な
移
住
者
向
け
住
宅

を
提
案
し
た
い
。

　

主
に
単
身
の
若
者
向
け

で
、
比
較
的
低
価
格
、
簡
素

な
個
別
ス
ペ
ー
ス
に
交
流
可

能
な
共
有
ス
ペ
ー
ス
を
併
せ

持
っ
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
ス
タ

イ
ル
の
住
宅
の
確
保
は
検
討

に
値
す
る
と
思
う
が
、
い
か

が
か
？新

島
・
式
根
島
に
移

り
住
み
、
仕
事
を
し

て
定
住
化
し
た
い
と
い
う

方
々
が
多
数
居
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
空
き
家
バ
ン

ク
・
村
直
営
の
定
住
化
住
宅

提
供
事
業
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

前
田 

卓
秀 

議
員

の
候
補
地
か
ら
も
声
援
が
届

く
な
ど
、
新
島
が
認
知
さ
れ

て
き
た
こ
と
は
招
致
委
員
会

の
委
員
各
位
の
ご
努
力
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
反
省
で
は
、
招
致
活
動
へ

の
取
り
組
み
が
遅
れ
、
６
月

の
設
立
ま
で
際
立
っ
た
活
動

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
す
。

新春、初乗り？ 今年の運勢やいかに？ 羽伏浦。
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定
住
化
対
策

「
し
ご
と
を
つ
く
る

合
宿
」
（
商
工
会
の

事
業
）
の
プ
レ
ゼ
ン
を
見

て
、
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

の
が
空
き
家
対
策
だ
と
思

う
。
空
き
家
の
有
効
活
用
は

絶
対
に
必
要
な
事
で
す
。
今

後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
下
さ
い
。

今
年
度
か
ら
、
空
き

家
改
修
の
助
成
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
が
、
希
望

者
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
状
況
か
ら
一
歩
踏

み
出
す
た
め
に
、
譲
渡
空
き

家
改
修
に
よ
る
村
直
営
の
定

住
化
住
宅
供
給
事
業
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
政
が
関
わ
る
こ
と
で
家
主

の
安
心
感
を
考
慮
し
つ
つ
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ

の
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
に
運
用
に
係
る
要
綱
を

策
定
し
、
来
年
４
月
か
ら
の

運
用
を
目
指
し
ま
す
。

議長の目ランド
アイ

まず最近何かと話題になる「政務調査費」についてお話します。

「政務調査費」とは、地方自治法に基づいて政策の調査や研究のために

議員報酬とは別に支給されるものですが、新島村議会には「政務調査費」

はありません。また、「政務活動費」という言葉も耳にすることがあると思

いますが、「政務活動費」とはもとは「政務調査費」だったものが２０１２年

の地方自治法の改正で「政務活動費」と名称変更になったのです。この変

更の理由は定かではありませんが、一般的な理解では調査費より活動費の

方が使用範囲が広いように思えます。これまで政務調査費でグレーゾーン

とされたことが、政務活動費と称することでスッポリ、カバーされるとする

ならば、いかがでしょう。納税者の立場からしますと、納得しかねるところで

はないでしょうか。

次に産業廃棄物の一つである瓦礫類で

あるが、具体例として工作物の新築、改築

又は除去により生じたコンクリート破片、

アスファルト破片、その他これらに類する

不要物と定められている。近年、公共事業

等の工事で出るコンクリート片は細かく破砕して袋に詰め島外に搬出して

産業廃棄物処分場で処分されることになるが、わざわざ島外に運ばなくて

もある程度の大きさのコンクリート片は近場の海で漁礁として利用できな

いものか？島の周りにある漁礁はもともとコンクリートで作っている物、同

じコンクリートなのに何故？変な色分けをするのか疑問が湧いてきます。

このように日本の政治にはやたら無駄が多いように思えるのは私一人だ

けだろうか。


